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大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

○近年県内で頻発する豪雨や台風による水害を踏まえ、東部地区においては、近年甚大な出水は発生していないものの、平成9年9
月台風19号、平成10年10月台風10号と同程度の出水が、県内の他地区の状況を鑑みても今後いつ発生してもおかしくない状況で
あることから、事前防災対策を進める必要がある。このことから、あらゆる関係者（国、都道府県、市町村、住民等）の取り組
みを連動させ、既往出水と同規模程度の出水を安全に流下させ、東部地区における浸水被害の低減を図る。

凡例
□：二級水系 整備計画策定済
□：二級水系 整備計画策定中
－：市町境
■：北部地区流域治水協議会

武蔵川浸水写真（H１０年１０月）

床上浸水21戸,床下浸水154戸

八坂川浸水写真（H9年9月）

床上浸水120戸
床下浸水226戸

高山川浸水写真（H９年９月）

若宮橋下流

若宮橋上流

床上浸水38戸,床下浸水93戸

姫島村

国東市

杵築市

日出町

別府市

高山川水系

八坂川水系

安岐川水系



八坂川水系

安岐川水系

安岐ダム

石山ダム

鍋倉ダム

【日出町】準用河川（宮川）
護岸整備、浚渫 等

【日出町】
下水道雨水幹線整備

行入ダム

【大分県】
地すべり対策

【大分県】
地すべり対策

【杵築市】
公共下水道事業（浸水対策）

高山川水系

久木野尾ダム

【大分県】八坂川
築堤整備、護岸整備
橋梁架替、堰改築、河道掘削 等

大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

：氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

：被害対象を減少させるための対策

：被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

【大分県】高山川
築堤整備、護岸整備
橋梁架替、堰改築、河道掘削 等

【日出町】
・災害危険区域の指定
・立地適正化計画の策定 等

【姫島村】
・避難訓練の実施・支援

【大分県】

砂防堰堤等の整備11箇所
急傾斜地崩壊対策施設の整備13箇所

【大分県】
● 治山事業実施予定箇所6箇所

【森林整備センター】
• 水源林造成事業による森林の整備・保全（52か所）
【大分県】
• 水田の貯留機能向上に向けた普及･啓発（全域）
• 防災重点ため池の耐震化・洪水調節機能の強化（44カ所）

【別府市】
・SNSなど様々な媒体を活用した情報発信
・避難訓練の実施・支援
・防災マップ、ハザードマップの作成・情報追加

【大分地方気象台】
・線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善
・地域における気象防災業務の強化

【大分県】
・中小河川等における避難行動支援の充実
・マイタイムラインの作成、危機管理型水位計・監視カメラの設置

【杵築市】
・防災マップ、ハザードマップの作成・情報追加
・避難訓練の実施・支援
・おおいた防災VR等を活用した住民の防災意識の醸成
・高潮浸水想定区域図の作成

【大分県】武蔵川
護岸整備、橋梁架替、河道掘削等

【国東市】
・立地適正化計画の策定

【国東市】
・簡易カメラと危機管理型水位計の周知・活用促進
・アプリ、SNS等を活用した防災情報の配信
・避難訓練の実施・支援
・防災マップ、ハザードマップの作成・情報追加
・高潮浸水想定区域図の作成 等

【日出町】
・アプリ、SNS等を活用した防災情報の配信
・避難訓練の実施・支援
・防災マップ、ハザードマップの作成・情報追加 等

【大分県】

既存ダムの洪水調節機能の強化5ダム

【大分県】
地すべり対策

【杵築市】
・立地適正化計画の策定・実施等

【別府市】
・立地適正化計画の策定・実施等



短期 中期 中長期

堤防整備・護岸整備、橋梁架替　河床掘削等 大分県

準用河川の護岸整備、浚渫　等 日出町

既存ダムの洪水調節機能の強化 大分県、杵築市、土地改良区

水田の貯留機能向上に向けた普及･啓発 大分県

防災重点ため池の耐震化・洪水調節機能の強化 大分県

雨水ポンプ場の耐水化 杵築市

下水道等の排水施設の整備（雨水幹線整備） 日出町

砂防堰堤の整備 大分県

急傾斜地崩壊対策施設の整備 大分県

地すべり施設の整備 大分県

森林整備、治山対策
大分県、大分西部森林管理署、
森林整備センター

水源林造成事業による整備・保全 森林整備センター

農地保全の推進による、流出抑制機能の維持 日出町

水路改修などによる流出抑制対策 日出町

立地適正化計画の策定・実施等
別府市、杵築市、国東市、日出
町、（大分県）

災害危険区域の検討 日出町、（大分県）

防災気象情報の改善 線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善 大分地方気象台

防災啓発活動 地域における気象防災業務の強化 大分地方気象台

中小河川等における避難行動支援の充実 大分県

簡易カメラと危機管理型水位計の周知・活用促進 国東市

アプリ、SNS等を活用した防災情報の配信 別府市、国東市、日出町

マイタイムラインの作成、危機管理型水位計・監視カメラの設置 大分県

避難訓練の実施・支援 別府市、杵築市、国東市、姫島村、日出町

防災マップ、ハザードマップの作成・情報追加
別府市、杵築市、国東市、日出
町

高潮浸水想定区域図の作成 大分県、杵築市、国東市

おおいた防災VR等を活用した住民の防災意識の醸成 大分県、杵築市

実施内容 実施主体
工程

内水氾濫対策

流水の貯留　機能の拡大

防
ぐ
・
減
ら
す
た
め
の
対
策

氾
濫
を
で
き
る
だ
け

土砂災害対策

洪水氾濫対策

区分 対策内容

被害の軽減、
早期復旧・復興の
ための対策

被害対象を減少さ
せるための対策

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

避難体制等の強化

土地の水災害リスク情報
の充実

大分県東部地区流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～



東部地区における対策内容

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策



【大分県(国東土木)】大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

武蔵川浸水写真（H１０年１０月）

武蔵川（今後整備箇所）
河積阻害橋梁の架替

武蔵川（整備中状況写真）

・河積阻害橋梁
（市道天満橋）の架替

・パラペットの整備
・河床掘削 ・河積阻害橋梁（市道成吉橋）の架替

・河積阻害橋梁
（市道常磐橋・堅磐橋）の架替

・堰改修
・河床掘削

堅磐橋

手野井堰

常磐橋

武蔵川

吉広川

武蔵川

堅磐橋

常磐橋

手野井堰

吉広川

武蔵川

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 堤防整備・護岸整備、橋梁架替　河床掘削等 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程

護岸整備、橋梁架替、
河道掘削 等

武蔵川

浸水状況【H10.10洪水】

武蔵川（整備済区間）



【大分県(別府土木)】大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

築堤整備、護岸整備
橋梁架替、堰改築、
河道掘削 等

八坂川

八坂川浸水写真（H9年9月）

八坂川（今後整備区間）

八坂川（整備済区間）

八坂川（整備中写真）

旧河川

捷水路整備

川北井堰

河道拡幅

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 堤防整備・護岸整備、橋梁架替　河床掘削等 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



【大分県(別府土木)】大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

高山川浸水写真（H9年9月）

高山川（今後整備区間）

高山川（整備済区間）

高山川（整備中写真）

・左岸築堤

・河道拡幅

・若宮橋架替

若宮橋

平常時

出水時

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策 堤防整備・護岸整備、橋梁架替　河床掘削等 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程

築堤整備、護岸整備
橋梁架替、堰改築、
河道掘削 等

高山川



【大分県(河川課)】大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

■既存ダムの洪水調節機能の強化
○ダムによる洪水調節は、下流の全川にわたって水位を低下させ、堤防の決壊リスクを低減さ

せるのに加え、内水被害等を軽減する有効な治水対策である。

○天村川水系、高山川水系及び八坂川水系において、緊急時に既存ダムの有効貯水容量を洪水

調節に最大限活用できるよう、事前放流の実施等についてダムの管理者及び関係利水者と治

水協定を令和３年度締結予定。

【治水協定締結者】

大分県土木建築部、大分県農林水産部、杵築市、杵築市土地改良区

○水害対策に使える容量（ダム）

・協定前：約241万ｍ３→協定後：約299万ｍ３ 約58万ｍ３の増加

ダム名
有効貯水容量
（万m3）

洪水調節容量
（万m3）※１

洪水調節可能
容量（万m3）

水害対策に使える
容量（万m3）

鍋倉ダム 105.0 0 7.8 7.8

石山ダム 78.8 0 13.0 13.0

久木野尾ダム 42.5 0 4.1 4.1

安岐ダム 225.0 165.0 4.7 169.7

行入ダム 152.0 76.0 28.5 104.5

合 計 603.3 241.0 58.1 299.1

※１ 水利用への補給を行う可能性が低い期間等において水位を低下させた状態とする

貯水池運用を行うことにより確保可能な容量を含む

行入ダム

安岐ダム

石山ダム

久木野尾ダム

鍋倉ダム

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

流水の貯留機能の拡大 既存ダムの洪水調節機能の強化
大分県、杵築市、
杵築市土地改良区

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



【大分県(農村基盤整備課)】大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

市街地の近傍や上流域には水田が広がり、多くのため池が位置している。これら農地・農業水利施設の多
面的機能を活かして「流域治水」を推進する。

【防災重点ため池の耐震化・洪水調節機能の強化】（４４箇所）
堤体の耐震化を行い、農業用ため池が有する洪水調節機能
を強化する。
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短期 中期 中⾧期
氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

流域の雨水貯留機能の向上 水田の貯留機能向上に向けた復旧･啓発、防災

重点ため池の耐震化・洪水調節機能の強化
大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体 工程

■農地・農業水利施設を活用した流域の防災・減災の推進
【水田の貯留機能向上に向けた普及・啓発、防災重点ため池の耐震化・洪水調節機能の強化】

【水田の貯留機能向上に向けた普及･啓発】（全域）
大雨時に降水を一時的に田んぼに貯留し排水を調節する排
水調整板の設置等の普及・啓発を行い、下流域の湛水被害リ
スクを低減する。

整備前 整備後

柿迫池(令和３年３月完成)



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

杵築市公共下水道事業（浸水対策）

【杵築市】大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

短期（～5年） 中期（10年～20年） 中長期（20年以上）

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための

対策
内水氾濫対策 雨水ポンプ場の耐水化 杵築市

区分 対策内容 小項目 実施主体

工程

杵築市では公共下水道事業で排水区域内の浸水対策に取り組み、
雨水幹線、枝線及び雨水ポンプ場の整備を実施しています。
平成２１年度に錦城雨水ポンプ場、令和２年度に北浜雨水ポンプ
場を建設しました。
今後は、河川氾濫等の災害時においても雨水ポンプ場の浸水によ
り機能停止が起きないよう、または、浸水した場合でも早期に機
能復旧できるよう施設浸水対策を実施していきます。

杵築市公共下水道事業（排水区域）

錦城雨水ポンプ場 北浜雨水ポンプ場

P
錦城雨水ポンプ場

P

北浜雨水ポンプ場

八坂川 →

形 式：ポンプゲート
口 径：800mm
揚水量：2.60m3
台 数：2台

形 式：ポンプゲート
口 径：800mm
揚水量：2.68m3
台 数：2台
調整池：500m3



【大分県(砂防課)】大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

砂防堰堤等の整備 １１箇所

急傾斜地崩壊対策施設の整備 １３箇所

地すべり施設の整備 ３箇所

＜凡例＞

永代橋北地区

城山地区

小猪尾地区

屋下地区楠地区

尾久保川

通山川

新町地区

富田地区

鬼山地区
明礬地区

境川
板地川
蔵人地区

観海寺川

乙原地区

鴨川地区

■砂防対策
全体事業費 約１０３億円
対策内容 砂防堰堤工、擁壁工等

小園川②

長野川①

東小川川

串ヶ迫川

中村川

古江2地区西浜地区

串ヶ迫地区

上園川

瀬戸田下公民館

安岐郵便局

【砂防】東小川川

【地すべり】明礬地区

【急傾斜】新町地区

【砂防】板地川

苅屋地区

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策 砂防堰堤、急傾斜地崩壊対策施設、地すべり施設の整備 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

畝原地区
長谷川地区

日ノ平地区

通り山地区

山口地区

両子山地区

■森林整備、治山対策【氾濫河川上流域における森林整備、治山対策の実施】

森林は水源涵養機能や山地災害防止機能等の公益的機能を有しており、この機能の適切な発揮に向け
森林整備、治山対策を推進。

間伐後の森林荒廃森林

森林整備による浸透能の向上効果

治山事業の実施による流木・土砂の流出抑制効果

流木捕捉式治山ダムが
流木を捕捉した事例

治山ダムが山腹崩壊と
土砂流出を軽減 した事例

● 治山事業実施予定箇所（大分県） ６地区

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策 森林整備、治山対策
大分県、大分西部森林管理署、
森林整備センター

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程

大分県森林保全課
大分県森林整備室
大分西部森林管理署
森林整備センター



【森林整備センター】大分県東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～大分県東部地区における被害の軽減に向けた治水対策及び流域一体の防災対策の推進～

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策 水源林造成事業による整備・保全 森林整備センター

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 準用河川（宮川）の護岸整備・浚渫

下水道等の排水施設の整備（日出7号雨水幹線整備）

【日出町】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

①準用河川の護岸整備・浚渫

②下水道等の排水施設の整備（雨水幹線整備）

短期 中期 中長期

洪水氾濫対策 準用河川の護岸整備、浚渫　等 日出町

内水氾濫対策 下水道等の排水施設の整備（雨水幹線整備） 日出町

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策



東部地区における対策内容

被害対象を減少させるための対策



立地適正化計画の策定（国東市）
〇土地利用・住まい方の工夫として、立地適正化計画の策定に取り組む。

【参考】国東市立地適正化計画作成までの流れ（案）

２．住民意向の把握

１．都市の現況と課題の把握

３．まちづくり方針の検討

４．目指すべき年の骨格構造と誘導方針の検討

５．居住誘導区域及び誘導施策の検討

６．都市機能誘導区域及び誘導施策の検討

７．誘導施設の検討

８．目標値及び施策の達成状況に関する評
価方法の検討

令和２年度 令和３年度（予定）

９．都市機能誘導区域低未利用地活用検討

１０．防災指針の検討

１１．立地適正化計画（素案）の作成

１２．地元説明会の開催

１３．パブリックコメントの実施

１４．都市計画審議会の開催

１５．市議会（全員協議会）報告

１６．立地適正化計画の策定

まちづくり計画策定部会

国東市まちづくり計画策定検討委員会
有識者、関係団体、市民 10名

各 課 連 携 行 政 会 議

事務局
（まちづくり推進課）

国東市都市計画審議会 市議会

≪市民≫
●市民アンケート
●パブリックコメント
●市民団体等≪庁内≫

調整

報告提案 意見

意見・提言提案

【策定体制】

【国東市】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

短期 中期 中長期

被害対象を減少させるた
めの対策

水災害ハザードエリアにおける
土地利用・住まい方の工夫

立地適正化計画の策定 国東市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



東部地区における対策内容

被害の軽減・早期復旧・復興のための対策



【大分地方気象台】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

○線状降水帯となる可能性のある降水域を検知し、
気象情報で注意喚起（2021年出水期から提供開始を予定）

○半日前から線状降水帯等による大雨となる可能性の情報提供
（2022年提供開始予定）

○最新の科学的知見により解析・予測技術を向上し、徐々に精度向
上

半日前から線状降水帯による集中豪雨に伴う危険度分布を提供
（2030年には提供開始する計画）

線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災気象情報の改善 線状降水帯による豪雨に対する情報提供の改善 大分地方気象台

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



【大分地方気象台】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

地域における気象防災業務の強化（気象庁の取り組み）

○平時においては、情報利
活用のための実践的な研修
等の取り組みの中で、気象
情報を活用した「自治体向
け防災対応ワークショッ
プ」の実施や、「防災士養
成研修への講師の派遣」な
どを行う。

○災害発生後には、市町村
等と共同で振り返りを実施
する。
このことにより、防災気

象情報や地方公共団体支援
の更なる改善に繋げるとと
もに、気象台及び市町村等
の双方の防災対応について
相互の理解を深め、地域の
気象防災力の強化を図る。

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災啓発活動 地域における気象防災業務の強化 大分地方気象台

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



①中小河川等洪水時ハザードマップ作成支援

☑頻発する豪雨災害に対して、Ｒ３～５の３年間で、以下の優先順位に
基づき、ハザードマップを市町村が作成出来るようの支援を実施。

（県内全５８５河川のうち）

①過去に浸水実績のある河川
②河川背後地に資産（住居等）が集中（人家５０戸以上目安）
③要配慮者利用施設が河川近傍に存在

中小河川等ハザードマップ作成＜県内２５５河川＞
⇒人家や重要施設の多くをハザードマップでカバーが可能に

災害の危険性の見える化により、洪水等からの逃げ遅れが無いよう、適切な避難行動を促進

中小河川等における避難行動支援の充実（災害の危険性の見える化）

☑住民の避難行動を促すための視覚情報を充実するため、 従前の
大規模河川等に加え、中小河川等へも水位計・カメラを増設

視覚情報等の提供
により、適切な
避難行動を促進

☑過去に浸水実績のある河川
⇒浸水実績のある河川については、ハザードマップに加え、
視覚情報を用いて、より緊迫感を持って避難行動を促す

◆水位計：既設127基 ＋ 増設24基
◆カメラ：既設 82基 ＋ 増設69基

＝ 県内各151基設置

中小河川等での住民の避難体制を構築＜効果＞

＜効果＞

考
え
方

考
え
方

（県ＨＰや防災アプリ等で視覚情報を発信）

ハザードマップイメージ

②中小河川等への水位計・河川カメラ増設

【大分県(河川課)】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 中小河川等における避難行動支援の充実 大分県

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



○ ソフト対策として、マイタイムラインの活用促進を行い、被害の軽減を図る。
■マイタイムラインの活用促進

【大分県(防災危機管理課)】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

大分県版マイタイムラインシート 地域の訓練支援（避難させ隊）

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

避難体制等の強化 マイタイムラインの活用促進 大分県等

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



①LINE・Facebook・コスモキャスト・CTB（ケーブルテレビ）などを活用し
災害情報を発信

②YouTubeやCTB（ケーブルテレビ）などを活用し、防災啓発情報を発信

【別府市】SNSなど様々な媒体を活用した情報発信

【別府市】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

土地の水災害リスク情報の充実 アプリ、SNS等を活用した防災情報の配信 大分県、別府市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



①小中学校や支援学校、ＰＴＡから依頼を
受けての防災講話

②防災士スキルアップ研修の実施
（新規養成からブラッシュアップへシフト）

③施設における避難確保計画作成支援の一環としての
福祉事業所等ＢＣＰ作成研修会開催

④避難行動要支援者に対する災害時ケアプラン作成の
ための専門員向け研修会

【別府市】防災教育や避難訓練の実施

【別府市】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

避難体制等の強化 防災教育や避難訓練等の実施 大分県、別府市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



①洪水浸水想定区域図・氾濫推定図をもとにした洪水ハザードマップの作成・配布

②ピクトグラムを取り入れた警戒レベル啓発用チラシ（やさしい日本語版／英語版）の
作成・ＨＰ掲載

【別府市】防災マップ・避難啓発チラシの作成

【別府市】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

避難体制等の強化 防災マップ、ハザードマップの作成・情報追加 大分県、別府市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



【杵築市】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

杵築市内一斉風水害
避難訓練実施のお知らせ

○避難訓練日時 令和〇年〇月〇〇日（〇）〇時〇分から※雨天決行

９時３０分・・・・市から避難準備情報の放送により、対象者は避難開始

１０時・・・・・・・避難勧告の放送により、対象者は避難開始

※避難は徒歩・車いずれかでお願いします。なお、家の施錠をしてから避難してください。

毎年、出水期を迎える前に杵築市は、県下一斉避難行動訓練（県民防災アクショ
ンデー）として、市内全域で風水害を想定した一斉避難訓練を実施します。
避難訓練は避難所の解錠と避難所までのルート確認です。場所が不明な方は別途
配付しました洪水・土砂防災マップでご確認ください

問い合わせ先
杵築市危機管理課防災係 0978-62-3131 内線
241・242

避 難 訓練の実施

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

避難体制等の強化 防災教育・避難訓練等 杵築市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



国東市の水防啓発、防災教育等に関する取組
１ 防災士の養成状況 ２‐① 防災訓練等実施状況

○市防災士連絡協議会 発足（１月） ○市防災士連絡協議会 指定避難所配備資機材の取扱説明会（２月）

２‐② 令和元年9月１日に大分県・東部地区総合防災訓練、国東市防災避難訓練を実施
・内容 豪雨災害を想定した実動訓練、避難訓練及び避難所運営訓練、炊出し訓練、ＤＩＧ訓練等
・参加機関 国東市行政区、消防本部、消防団、大分県、国東市、その他関係機関

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症及び、台風１０号の影響により中止
３ その他

防災出前講座等
・地域婦人会防災研修会

・Pepperくん防災授業 ※写真は次ページ

年度
防災士（名） 防災士配置自治会

人数 累計 配置済/自治会数 配置率

H25 10 136 88/130 67.6％

H26 10 146 98/130 75.3％

H27 26 172 99/130 76.1％

H28 17 189 103/130 79.2％

H29 25 215 106/130 81.5％

H30 22 237 107/130 82.3％

R 1 33 270 118/130 90.7％

R 2 18 288 118/130 90.7％

年度

自治会
（防災避難訓練）

回数 参加人数 自治会数

H25 0 0 ※台風接近により中止

H26 1 8,008 114/130

H27 1 7,445 112/130

H28 0 0 ※台風接近により中止

H29 1 7,852 116/130

H30 1 8,043 116/130

R 1 1 7,441 120/130

R 2 0 0 ※台風接近等により中止

【国東市】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

避難体制等の強化 防災教育や避難訓練等の実施 国東市

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程



国東市の水防啓発、防災教育等に関する取組の写真

■国東市防災士連絡協議会設立（令和３年１月）
防災士同士の連携を深め、防災知識・技術の向上及び自主防災組織・地域の防災リーダーとし

ての活動を強化するため国東市防災士連絡協議会を設立。
■指定避難所配備資機材の取扱説明会（令和３年２月）
有事の際などに、指定避難所へ配備している資機材等を防災士が迅速に活用できるよう、説明

会を開催。また、避難所の情報を収集し、国・県等の防災機関へ情報伝達が可能なQ-ANPIの説明
会を行った。

設 立 指定避難所配備資機材の取扱説明会

【国東市】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～



国東市の水防啓発、防災教育等に関する取組の写真

■大分県・東部地区総合防災訓練、国東市防災避難訓練（令和元年９月）
集中豪雨等における災害対応能力の向上を主眼として、自治体と関係機関・団体との連携強化な
らびに地域住民の共助精神の高揚を図るとともに、避難所生活のあり方等を研修することを目的
として実施。

実動訓練
（国見グラウンド）

避難所運営訓練
（国見Ｂ＆Ｇ海洋センター）

■Ｐｅｐｐｅｒくん防災事業（令和２年２月）
多発する自然災害から身を守るために児童が必要な知識を習得し、いざという時に的確な行動がとれることを
目的として、人型ロボット「Ｐｅｐｐｅｒくん」活用し、大雨についての防災授業を行った。

国東市立安岐小学校
４・５年生（６９人）

国東市立 旭小学校
全校児童（３４人）

国東市立 武蔵西小学校
全校児童（１０人）

【国東市】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～



【姫島村】東部地区流域治水プロジェクト【最終とりまとめ】
～流域における浸水被害の軽減に向けたハード・ソフト対策の推進～

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 避難体制等の強化

県民防災アクションデー、消防団夏季訓練に併せて防災訓練や避難訓練を実施することで避難体制等を強化

救命救護訓練搬送訓練

支援物資受入訓練

短期 中期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

避難体制等の強化 避難訓練の実施・支援 姫島村

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程


